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 研究では、「黒い雨」降下域にある西山貯水池の堆積物を用いて、長崎原爆由来のプルトニウム及び137Csの歴
史的変化を解析し、240Pu/239Pu比、239+240Pu濃度及び137Cs濃度の層序的変化から、1945年長崎原爆起源の239+240Pu・
137Csの高濃度層準を見出した。また、原爆層準上位では239+240Pu・137Cs濃度は減少するが、1950年代から原爆由
来に核実験由来の239+240Pu・137Csが加わったこと、現在でも貯水池に蓄積する239+240Pu・137Csの大部分は原爆由来
であり、貯水池周辺土壌から供給されていることを示した。さらに、九州北部地域の表層土壌を用いて原爆由
来プルトニウムの水平分布を明らかにした。爆心地の東側の地域で、核実験由来のプルトニウムより低い
240Pu/239Pu比を見出し、長崎原爆のプルトニウムが爆発当時の風向に沿って島原半島や熊本県阿蘇山付近まで降
下したことを明らかにした。 
 以上、長崎原爆由来のプルトニウムの時空間的分布を解明した本研究は、第四紀地質学の発展だけでなく、
放射性物質の長期環境影響評価にも寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと認め
られる。 
